平成15年度　第1回　アナログ３種　法規科目

  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　電気通信役務とは、（　ア　）他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の通信の用に供することをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　符号、音響又は影像により　　②　公共の福祉を増進する

③　有線又は無線により　　　　　④　電気通信設備を用いて


(2)　電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得た（　イ　）の秘密を守らなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　公　共　　②　他　人　　③　個　人　　④　企　業


(3)　次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはならない。

B　電気通信事業者の種類は、第一種電気通信事業及び第二種電気通信事業に区分され、また、第二種電気通信事業の種類は、一般第二種電気通信事業及び特別第二種電気通信事業に分けられている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　工事担任者試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有すると総務大臣の指定する試験機関が認定した者には、工事担任者資格者証が交付される。

B　利用者は、端末設備を電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(5)　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　事業用電気通信設備とは、第一種電気通信事業者及び特別第二種電気通信事業者がその電気通信事業の用に供する電気通信設備をいう。

B　事業用電気通信設備は、総務省令で定める技術基準に適合するように維持されなければならない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」（これに基づく告示を含む。）及び「有線電気通信法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　技術基準適合認定を受けた端末機器を電気通信回線設備に接続するとき、工事担任者を要しない接続方式として挙げた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　プラグジャック方式により接続する接続の方式

B　アダプタ式ジャック方式により接続する接続の方式

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　利用者が端末機器を電気通信回線設備に接続する場合について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
A　アナログ第3種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が1を超えるのものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができる。

B　アナログ第3種工事担任者は、自営電気通信設備に収容されている電気通信回線の数が1のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　工事担任者がその資格者証の返納を命ぜられた場合は、その処分を受けた日から（　ウ　）以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときも同様とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
	　①　1週間　　②　10日　　③　15日　　④　1月　　⑤　3月


(4)　有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の（　エ　）を利用して、電磁的方式により、（　オ　）、音響又は映像を送り、伝え、又は受けることをいう。　(5点×2=10点)
	　①　導　体　　②　物　体　　③　電気的設備

　④　記　号　　⑤　符　号　　⑥　信　号


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
A　アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点において2線式の接続形式で接続されるものをいう。

B　応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　利用者の接続する端末設備と事業用電気通信設備との（　イ　）における接続の方式は、総務大臣が別に告示するもの又は端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
	　①　接続点　　②　送受点　　③　保安器　　④　分界点


(3)　次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
A　端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有しなければならない。

B　端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音（電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。）を発生することを防止するために第一種電気通信事業者が別に告示する条件を満たすものでなければならない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　端末設備の機器の金属性の台及び筐体は、接地抵抗が（　エ　）となるように接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この限りでない。(5点)
	　①　10オーム以下　　②　100オーム以下　　③　100オーム以上

　④　200オーム以下


(5)　端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号（端末設備に使用される無線設備を識別するための符号であって、通信路の設定に当たってその（　オ　）が行われるものをいう。）を有するものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　照　合　　②　選　択　　③　受　信　　④　登　録


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　アナログ電話端末の（　ア　）は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開くものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　ダイヤルパルス信号回路　　②　受話回路　　③　ベル回路　　④　直流回路


(2)　アナログ電話端末の発信の機能に関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　(5点)
A　自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから3秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

B　発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後2分以内に直流回路を開くものでなければならない。
	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　アナログ電話端末の選択信号が20パルス毎秒方式のダイヤルパルスの信号である場合、その信号のミニマムポーズは、（　ウ　）ミリ秒以上でなければならない。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　300　　②　450　　③　600　　④　750


(4)　アナログ電話端末の選択信号のうち、ダイヤルパルスの条件に関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　ダイヤルパルス速度とは、1秒間に断続するパルス数をいう。

B　ミニマムポーズとは、隣接するパルス列間の休止時間の最大値をいう。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(5)　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の電気的条件に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　直流回路の直流抵抗値は、1メガオーム以上でなければならない。

B　アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


解答

第１問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）②　（オ）③

第２問（ア）③　（イ）②　（ウ）②　（エ）①　（オ）⑤

第３問（ア）③　（イ）④　（ウ）④　（エ）②　（オ）①

第４問（ア）④　（イ）③　（ウ）②　（エ）①　（オ）③

